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「ささら」と「こきりこ」体験

南砺市五箇山地域の合掌集落にて

富山の寿司を楽しむ友人夫妻

合掌造りの宿にて

縁
あ
っ
て
富
山
県
出
身
若
手
県
人
会
代
表
を

経
験
し
た
後
に
と
や
ま
フ
ァ
ン
倶
楽
部
の
世
話

人
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
高
校
ま
で

育
っ
た
場
所
が
出
身
地
と
の
イ
メ
ー
ジ
が
一
般

的
だ
と
す
る
と
自
分
の
経
歴
は
全
く
当
て
は
ま

ら
ず
、
母
親
の
里
帰
り
出
産
で
富
山
で
産
ま
れ

た
の
ち
基
本
は
東
京
を
ベ
ー
ス
と
し
な
が
ら

小
・
中
・
高
12
年
の
う
ち
8
年
以
上
を
海
外
で

育
っ
て
い
る
。
念
の
た
め
「
出
身
地
」
と
い
う

言
葉
を
辞
書
で
調
べ
る
と
「
そ
の
人
が
生
ま
れ

た
土
地
。
ま
た
、
育
っ
た
土
地
。
」
（
『
デ
ジ

タ
ル
大
辞
泉
』
小
学
館
刊
　
2
0
2
5
・
11
・

5
検
索
）
と
の
こ
と
で
一
応
富
山
を
出
身
地
と

言
っ
て
も
良
い
よ
う
だ
が
、
お
こ
が
ま
し
く
感

じ
て
お
り
「
と
や
ま
フ
ァ
ン
」
を
公
言
さ
せ
て

い
た
だ
く
ほ
う
が
心
地
よ
く
思
っ
て
い
る
。

た
だ
昔
は
海
外
で
毎
日
の
よ
う
に
周
り
の
人

間
か
ら
「
日
本
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
な
の
か
」
と

聞
か
れ
る
中
で
、
自
分
が
富
山
と
い
う
場
所
か

ら
来
た
と
い
う
こ
と
を
む
し
ろ
自
分
か
ら
言
っ

て
い
た
。
日
本
に
つ
い
て
問
わ
れ
た
と
き
に
頭

に
浮
か
ぶ
の
が
、
東
京
の
密
集
し
た
住
宅
や
ビ

ル
群
の
光
景
で
は
な
く
、
富
山
の
山
と
海
と
田

畑
だ
っ
た
。
幼
い
自

分
に
と
っ
て
朝
起
き

て
、
「
海
に
行
き
た

い
」
と
言
え
ば
連
れ

て
行
っ
て
も
ら
え
、

「
山
に
行
き
た
い
」

と
言
え
ば
雪
の
残
る

別
世
界
に
連
れ
て

行
っ
て
も
ら
え
る
、

ま
さ
に
夢
の
よ
う
な

場
所
が
富
山
だ
っ
た
。

当
時
の
祖
母
の
家
は

富
山
市
内
で
あ
っ
た

が
、
当
時
は
雪
か
き

で
雪
が
集
ま
っ
て
い

る
と
こ
ろ
に
横
か
ら

穴
を
掘
る
だ
け
で

「
か
ま
く
ら
」
を
作

れ
た
り
、
夏
は
田
ん

ぼ
の
あ
ぜ
道
を
通
っ

た
り
川
で
遊
ん
だ
り
、
富
山
の
日
常
が
本
当
に

新
鮮
だ
っ
た
。
そ
し
て
こ
ん
な
素
敵
な
場
所
を

た
く
さ
ん
の
人
に
伝
え
た
い
と
小
学
校
の
こ
ろ

か
ら
思
っ
て
い
た
。

中
学
で
海
外
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス

ク
ー
ル
に
行
く
と
、
む
し
ろ
周
り
の
人
達
こ
そ

自
分
た
ち
の
出
身
地
を
積
極
的
に
語
っ
て
い
た
。

更
に
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
な
ど

に
行
く
と
自
分
の
土
地
に
対
す
る
プ
ラ
イ
ド
が

特
に
強
く
、
自
分
の
土
地
の
お
す
す
め
メ

ニ
ュ
ー
や
、
酒
、
そ
れ
を
は
ぐ
く
ん
だ
環
境
に

つ
い
て
30
分
く
ら
い
語
れ
る
の
は
当
た
り
前
。

自
分
も
日
本
や
富
山
に
つ
い
て
語
れ
な
い
と
い

け
な
い
と
い
う
意
識
を
強
く
し
た
。

だ
が
富
山
の
人
に
富
山
の
こ
と
を
聞
く
と
、

返
っ
て
く
る
答
え
は
決
ま
っ
て
「
な
ー
ん
も
な

い
ち
ゃ
」
。
本
当
は
大
抵
の
人
が
水
も
魚
も
米

も
富
山
が
一
番
だ
と
思
っ
て
い
て
、
「
東
京
で

魚
を
食
え
な
い
」
な
ど
と
内
心
思
っ
て
い
る
の

に
人
に
は
言
わ
な
い
。
た
だ
富
山
の
人
が
特
に

奥
ゆ
か
し
い
の
か
と
い
う
と
、
必
ず
し
も
そ
う

で
は
な
く
、
む
し
ろ
日
本
人
が
自
分
の
文
化
に

つ
い
て
語
れ
な
い
も
し
く
は
関
心
が
薄
い
と
実

感
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
面
が
多
く
あ
る
。
そ
の

最
た
る
例
と
し
て
例
え
ば
東
京
で
高
級
と
さ
れ

て
い
る
和
食
店
に
お
い
て
、
ワ
イ
ン
リ
ス
ト
が

あ
っ
て
ソ
ム
リ
エ
が
い
る
も
の
の
日
本
酒
・
焼

酎
に
つ
い
て
は
説
明
さ
え
で
き
な
い
こ
と
が
少

な
く
な
い
。
更
に
は
日
本
の
フ
ラ
ッ
グ
キ
ャ
リ

ア
2
社
の
国
際
線
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
こ

と
か
ら
か
な
り
深
刻
な
状
況
で
あ
る
。
こ
れ
だ

け
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
盛
り
上
が
っ
て
い
る
中
で

あ
ま
り
に
も
も
っ
た
い
な
い
。

雑
誌
で
富
山
の
広
告
を
出
し
た
と
し
て
購
買

行
動
や
旅
行
に
と
い
う
行
動
に
つ
な
が
る
の
は

1
％
を
下
回
る
だ
ろ
う
が
、
人
か
ら
直
接
き
け

ば
数
倍
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
が
知
人
の

紹
介
で
あ
っ
た
り
す
れ
ば
10
％
以
上
に
な
る
か

も
し
れ
な
い
。
私
は
若
手
県
人
会
の
代
表
を
引

き
受
け
た
3
年
間
で
、
「
会
員
一
人
一
人
を
観

光
大
使
に
す
る
」
を
目
標
に
し
て
活
動
を
行
っ

た
。
毎
年
敢
え
て
一
つ
の
市
や
町
の
み
を

フ
ィ
ー
チ
ャ
ー
し
、
観
光
地
、
酒
蔵
、
飲
食
店

等
を
回
る
1
泊
2
日
の
ツ
ア
ー
を
開
催
し
た
と

こ
ろ
好
評
で
リ
ピ
ー
ト
希
望
者
が
多
く
出
た
。

一
方
で
あ
る
年
の
1
3
0
人
参
加
者
を
集
め
た

パ
ー
テ
ィ
ー
に
お
い

て
は
全
10
市
町
村
を

代
表
す
る
食
材
を
１

つ
ず
つ
勝
手
に
選
び
、

ビ
ュ
ッ
フ
ェ
の
中
に

入
れ
る
こ
と
で
多
彩

な
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供

し
た
。

富
山
県
は
国
指
定

の
伝
統
工
芸
品
が
6

プロフィール

石
田

　晋
太
郎 

さ
ん

「
富
山
ち
ゃ
、な
ー
ん
も
な
い
ち
ゃ
」

リレー
　エッセイ

37

つ
（
漆
器
、
銅
器
、
和

紙
、
彫
刻
、
菅
笠
、
木

地
挽
物
）
あ
り
、
織
物

や
焼
物
も
誇
る
べ
き
も

の
が
あ
る
。
更
に
世
界

遺
産
の
集
落
や
国
宝
の

寺
、
ア
ニ
メ
、
海
と
山

と
そ
の
恵
み
の
食
ま
で

も
が
狭
い
地
域
に
詰

ま
っ
て
い
る
。
日
本
酒

も
東
部
は
端
麗
辛
口
を
得
意
と
す
る
越
後
杜
氏
、

西
部
は
濃
醇
を
特
徴
と
す
る
能
登
杜
氏
の
流
れ

を
汲
む
酒
蔵
が
あ
り
、
色
々
な
食
事
と
の
マ
リ

ア
ー
ジ
ュ
を
楽
し
め
る
味
わ
い
が
県
内
酒
蔵
か

ら
得
ら
れ
る
。
故
に
外
国
人
が
「
日
本
」
に
求

め
る
も
の
ほ
ぼ
す
べ
て
が
富
山
に
あ
る
と
言
え

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
実
際
私
は
来
日
し

た
友
人
ス
ペ
イ
ン
人
夫
妻
の
2
週
間
の
ハ
ネ

ム
ー
ン
日
程
か
ら
半
ば
強
引
に
2
泊
3
日
を
も

ら
い
富
山
を
案
内
し
た
と
こ
ろ
、
東
京
も
京
都

も
広
島
も
行
っ
た
の
に
富
山
が
一
番
楽
し
か
っ

た
と
言
っ
て
く
れ
た
。
実
際
夫
婦
が
作
っ
た
日

本
旅
行
ビ
デ
オ
を
Y
o
u
T
u
b
e
で
見
た
と

こ
ろ
、
半
分
は
富
山
だ
っ
た
。

日
本
に
来
た
旅
行
者
は
富
山
県
だ
け
に
1
週

間
滞
在
し
て
も
退
屈
す
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ

混
雑
も
な
い
中
で
日
本
を
深
く
理
解
す
る
経
験

を
提
供
で
き
る
と
私
は
信
じ
て
い
る
。
富
山
県

人
と
と
や
ま
フ
ァ
ン
俱
楽
部
メ
ン
バ
ー
に
は
是

非
自
信
を
持
っ
て
言
っ
て
ほ
し
い
。
「
富
山

ち
ゃ
、
で
か
い
と
あ
る
ち
ゃ
」
。

1978年富山市生まれ
小中高12年の内8年を海外で過ごす。
総合商社、食品メーカーを経て、現在ウニノミクス
株式会社代表取締役社長。
ウニの異常増殖により海藻が食い荒らされ砂漠化
してしまう「磯焼け」問題対策として、磯焼け地域の
身入りが不十分なウニを陸上で畜養して販売する
事業を展開中。

お楽しみ抽選会

　
会
員
と
富
山
県
及
び
会
員
相
互
の
情
報
交
流
の
場
で
あ
る
「
と
や
ま
フ
ァ
ン
俱

楽
部
会
員
交
流
会
」
が
令
和
７
年
７
月
16
日
（
水
）、ホ
テ
ル
ル
ポ
ー
ル
麴
町
（
東

京
）
で
約
1
0
0
名
の
会
員
の
皆
様
の
参
加
の
も
と
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
交
流
会
で
は
、
新
入
会
員
６
名
の
方
を
ご
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
日
本
橋
と
や

ま
館
及
び
い
き
い
き
富
山
館
の
P
R
、
日
本
橋
と
や
ま
館
の
食
事
券
や
商
品
券
、

富
山
米
品
種
「
富
富
富
」
と
富
山
の
名
水
セ
ッ
ト
が
当
た
る
お
楽
し
み
抽
選
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
と
や
ま
和
牛
酒
粕
育
ち
の
ス
テ
ー
キ
や
「
富
富
富
」
握
り
寿
司
の
実
演

コ
ー
ナ
ー
を
は
じ
め
、
富
山
の
新
鮮
な
食
材
を
使
っ
た
料
理
や
地
酒
、
県
産
ワ
イ

ン
を
用
意
し
、
会
員
の
皆
様
に
富
山
の
味
を
堪
能
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
終
始

和
や
か
に
皆
様
の
話
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

ＴＯＹＡＭＡ
ＦＡＮ ＣＬＵＢ

第28回

とやまファン
倶楽部

会員交流会

日本橋とやま館、いきいき富山館PR新入会員の皆様紹介

会場の様子

大田代表世話人 新田知事 武田県議会議長　

乾杯開会挨拶 知事挨拶
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当財団では、富山県の置県百年（昭和58年）を記念して富山県ならびに日本の将来を
担う有為な人材の育成に資する目的で「とやま賞」を創設し、昭和59年の第１回から今
回で42回目を迎えました。
受賞対象者は、富山県出身者、または富山県内在住者で、学術研究、科学技術、文化・芸
術、スポーツの分野において、顕著な業績を挙げ、かつ、将来の活躍が期待される人に対
して、賞状、奨励金を贈呈して、その活動を奨励しております。
令和7年度の贈呈式は、５月19日（月）に富山市のパレブラン高志会館で行われ、学術
研究部門で５名の方々が受賞されました。

新田知事より贈呈石塚選考委員長より選考経過報告 受賞記念講演

学術研究部門　医薬・生命科学分野（免疫学）
東京理科大学 生命医科学研究所 分子病態部門 助教

室　龍之介 氏
「炎症性γδＴ細胞の分化を促進する分子メカニズムの解明」

学術研究部門　医薬・生命科学分野（消化器病学）
Helmholtz Zentrum Müenchen, Institute of Metabolism and Cell Death ポストドクター

山田　直也 氏
「フェロトーシスを標的とした難病克服とがん治療の革新への取り組み」

学術研究部門　理工分野（化学）
東京大学総括プロジェクト機構「革新分子技術」総括寄付講座 特任准教授

中室　貴幸 氏
「分子動態の電顕映像解析による化学の新境地」

文化・芸術部門　（舞踊）
（有）ジャンクション

中川　　賢 氏
「舞踊家・振付家として革新的作品の舞台表現者として第一線で活躍し、今後の舞台芸術を担う」

スポーツ部門　（バスケットボール）
B.LEAGUE　長崎ヴェルカ

馬場　雄大 氏
「秀でた競技内容・成績」

第42回受賞者

とやま賞 　令和７年度の会員交流会（7月16日（水）開催）のご案内にあわせて皆様からいただきましたメッセージを、当財団の
ホームページ「とやまファン倶楽部会員交流コーナー」（https://www.t-hito.or.jp/zaidan/jinzai/fan/05x.html）に
掲載させていただいております。

～皆様からのメッセージの一部を紹介～

会員交流広場

立山、広い平野、海（富山湾）、
どこを見ても他県にない観光
資源である。どのようなガイド
を作り、線で結ぶか知恵をしぼ
るべきです。平野では、特色あ
る作物、菓子、果物、新しい工場
見学、古くて著名な工場を輝か
せてください。

ニューヨークタイムズにのっ
た事は「空前絶後」！！
この機会を生かし、大いに内
外に強引にPR作戦を展開し、
「日本一の富山」を宣伝するこ
と。であります！！

立山の雄姿、雪の大谷、シロ
エビ、ブリ・・・。約１年の滞在で
したが、思い出深い地です。ま
たゆっくり訪れたい。

今年も暑い夏がやってきます
世界で最も美しい湾---有磯
海から望むアルプス.
立山連峰を思い出すと.冷気
が心の中に入り.
明日への勇気が増します

毎年、富山黒部マラソンに参
加させていただいています。
富山の風景、食は素晴らしく、
引き続き発信したいと思います。
　

昨年暮、久し振りに帰郷して、

晴天にも恵まれ、立山連峰の景

観を目の当りにできました。

とくに氷見海岸からの対岸に

遠くそびえる連峰は壮観で、世

界に類をみない圧巻と思います。

新幹線のお陰で、何か用事が

あればすぐに富山県（氷見・高

岡）に出掛けます。本当に近く感

じます。雨晴の景色が大好きで

す。

人生100年時代です。緑豊か

な富山平野で、アルプスや日本

海に接して育ったことで、高齢

になっても元気で過せます。

NYタイムズ「世界の行くべき

旅先」で富山市が選ばれたと聞

き嬉しく思いました。今後も、イ

ンバウンドの増加、国際都市を

目指し、魅力的な施策を期待し

ています。

　富山県には素晴らしいもの
がたくさんあります。お水、お米、
お酒、そしてそれを作り上げる
自然。
　しかし、それらよりもっともっ
と素晴らしいのは、富山県に住
んでおられる人々です。
　私はいつもそう思っております。

　地元富山を熱く盛り上げてい
るプロバスケットボールチーム、
富山グラウジーズ。
　B1昇格を果たし、彼らの活躍
は、大きな活気と感動を与えて
くれています。
　この活気を原動力に、私も共
に富山を盛り上げていきたいと
思っています。

　義母の三回忌が金沢であり
ましたが、息子と差しで二人で
富山の飲み屋で飲みました。富
山の地酒と刺し身で・・・。息子が
就職して以来20年ぶりでした。
感無量でした。帰りに富山のお
米をどっさり持たせてやりまし
た。（笑）

　能登半島地震で被災された
皆様に心よりお見舞申しあげま
す。
　１日も早く平穏な生活が取り
戻せる事を願っております。

当倶楽部では、会員ネットワークのさらなる拡充を目指し、会員の皆様に新入会員のご紹介をお願いしております。
富山県外在住で、とやまを愛し、応援してくださる方がいらっしゃいましたら、是非、事務局までご紹介ください。
皆様のご協力をよろしくお願いいたします。

連絡先：（公財）富山県ひとづくり財団　とやまファン倶楽部事務局
（☎076-444-2000、E-mail:n.kato@t-hito.or.jp）

「とやまファン倶楽部」新入会員ご紹介のお願い
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「富山で働こう」キャンペーン
特設ページ

富山県からのお知らせ

成長戦略カンファレンス「しあわせる。富山」開催！ ぜひご参加ください

ウェルビーイング発信中！

ウェルビーイングとは？

サイトでは

「幸せの森
の妖精」

にも会えま
す！

「ウェルビーイング・チェック」ゲーム

「富山で働こう」キャンペーン

お問い合わせ：
商工労働部多様な人材活躍推進室
人材確保推進課
TEL：076-444-4558

　富山県成長戦略ビジョン｢幸せ人口1000万～ウェルビーイング先進地域､富
山～｣の実現に向け、県内外の方が集い議論を深めることで、多様な人材の連携
を創出し、新たなプロジェクトにつなげるため、富山県成長戦略カンファレンス

「しあわせる。富山」を毎年開催しています。
今年度は令和８年3月21日(土)、22日(日)の2日間、滑川市で開催します！
ぜひご参加ください！（参加申込は特設サイトにて改めてご案内いたします。）

富山県では、政策の中心に「ウェルビーイング」を掲げ、様々な取組みを進めています。

心も身体も、社会とのつながりも良い状態で、自分らしく、いきいきと生きることが
できる一人ひとりの“幸せの実感”などを表す言葉です。

戦略の６つの柱

「幸せ人口1000万～ウェルビーイング先進地域、富山～」
 の実現に向けた好循環を創出

①ウェルビーイング戦略
②まちづくり戦略
③ブランディング戦略
④新産業戦略
⑤スタートアップ支援戦略
⑥県庁オープン化戦略

「しあわせる。富山」特設サイト

2024年度「しあわせる。富山」
（射水市開催）の様子

アーカイブ・動画・記事
配信中！

　富山県では11月より首都圏を中心に県外で働く若者を主な対象として、就職先としての県内
企業や富山で働き暮らすことの魅力等を伝えるとともに、富山で働くことを勧めるキャンペー
ンを始動しました！
　県内企業の魅力はもとより、富山で働き暮らすことについてイメージしてもらえる動画の配
信、ＳＮＳを用いた広報やポスター・チラシの掲出等、首都圏の主要駅におけるＰＲイベント等を
順次実施しています。
　ＰＲ動画を、キャンペーン特設ページや「就活ラインとやま」公式YouTubeで公開しています
ので、ぜひご覧ください。

＜県企業情報サイト「就活ラインとやま」＞
　県では当該サイトを通じて、県内企業の魅力や就職支援イベントの情報を皆さんにお届けし
ています。ぜひ一度、当サイトをご覧ください！

1.ウェルビーイングの向上

「人づくり」と「新しい社会経済システム」の構築

特設サイトはこちら

2.人材の出入り
活性化

3.経済成長

お問い合わせ
知事政策局企画室ウェルビーイング推進課 
TEL：076-444-8493
E-mail：akikaku@pref.toyama.lg.jp
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この事業では、「将来こんな職業に就きたい」という
「夢の卵（将来の夢）」を作文にしてもらい、優秀作品を表
彰して、その道の専門家のもとへ派遣しています。
令和７年度で21回を数え、小学生の部と中学生の部

をあわせて916作品の応募があり、その中から選ばれた
４名の子どもたちに夏休み期間中、夢に一歩近づいても
らうために、短期入門してもらいました。

この事業では、社会の変革期に、失敗を恐れず自分で考え行動する「生きる力」を
養うためのワークショップを開催しており、４回目となる今年度は、令和７年８月５
日（火）に開催し、小学６年生～中学２年生までの子どもたちが参加しました。
ワークショップでは、カードゲームを使って、社会や経済・お金の仕組みを楽しく

学ぶことで、今までにないアイディアで新しい仕事を生み出し、チームで協力しなが
ら問題を解決することを体験し、他者と協働しながら新しい価値を創造する力など、
これからの時代を生きていくために必要な力を育みました。

「夢の卵」
育成事業

入門
内容

入門
内容

入門
内容

入門
内容

　米農家の担い手不足に注目し、AIロボット利用による
生産の持続や、農薬を減らした農業を行う米農家になり
たいとスマート農業普及センターに入門。スマート農業に
関する講義やスマート農機の見学と体験を行いました。

塚口　あかりさん （小矢部市立石動小学校5年）

歴史を守る宮大工になりたい

小竹　源真さん （高岡市立高陵小学校5年）

生産と環境の持続可能な
農業を行うハイテク米農家になりたい

　歴史的建造物の建物だけでなくその歴史を知り、過去
を未来につなぎたいという思いから宮大工になりたいと
舟木工匠に入門。神社増築現場と勝興寺の見学、宮大工と
文化財修理について学び、木材加工体験をしました。

田邉　花妃さん （射水市立射北中学校1年）

誰かの未来のために尽くせる
地震学者になりたい

　能登半島地震の経験から人のために何ができるかを具
体的に考え、地震学者となって安心して過ごせる世界を作
りたいと名古屋大学減災連携研究センターに入門。減災館
の見学や地震について深く学びました。

経済のしくみ
を知ろう
経済・お金のしくみを
カードゲームを使って
楽しく学びます。

自分の長所を
見つけよう
自分がまだ気づいて
いない長所や特長を
見つけます。

みらいをつくる
ヒントをつかもう
よりよい社会との関わ
り方を、普段会えないよ
うな職種の方や大学生
と一緒に考えます。

真野　来実さん （射水市立小杉中学校1年）

動物に役立てる人になりたい

　自身の体験から、動物の思っていることがわかる翻訳
アプリを開発し、動物の医療や飼い主の手助けをしたい
と千葉大学文学部に入門。動物心理学についての講義や
行動分析の実習と実験を行いました。

みらいの
起業家マインド
育成塾

特設サイト「わたしの、みんなのウェルビーイング・アクション！」では、
様々な参加型コンテンツを掲載しています。

ウェルビーイング・チェック！
設問に回答することで、ご自身のウェルビーイングの状態を花の形で表現！

（グループ・団体でも利用できます。）ゲームもあります！

ウェルビーイングを身近に感じよう！
・しあわせる。100のたね／ウェルビダンス／しあわせのカギ
　皆さんの取組みやダンス動画、身近なアクション等を紹介中
・ウェルビーイング・コミュニティとやま
　無料オンラインコミュニティで交流できます
・ウェルビーイングの絵本「タケシのせかい」
　富山県ゆかりの作家 室井滋さんが手掛けた絵本
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行動分析の結果を集計

減災館の見学

ロボット田植え機の試乗

木材加工体験

神社増築現場の見学・宮大工の仕事についての説明

動物心理学についての講義

地震についての講義

スマート農業についての講義



　問合先 ■事務局
公益財団法人  富山県ひとづくり財団
　〒930-0018　富山県富山市千歳町1-5-1　富山県教育記念館2階
　TEL076-444-2000 / FAX076-444-2001
　　　E-mail:toyama@t-hito.or.jp   https://www.t-hito.or.jp/zaidan/index.html

■連絡所
富山県知事政策局総合政策課
　〒930-8501　富山市新総曲輪1-7
　TEL076-444-4494 / FAX076-444-3473

富山県首都圏本部
　〒102-0093　東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館13階
　TEL03-5212-9030 / FAX03-5212-9029

富山県大阪事務所
　〒550-0004　大阪府大阪市西区靭本町1-9-15　近畿富山会館２階
　TEL06-6445-2811 / FAX06-6445-2611

富山県名古屋事務所
　〒460-0008　愛知県名古屋市中区栄4-1-1　中日ビル5階
　TEL052-261-4237 / FAX052-263-7308

（公財）富山県ひとづくり財団では、学校教育との連携を図りながら元気で創造性豊か
な子どもの育成をはじめ、明日の富山県を拓くひとづくりの事業に鋭意取り組んでおりま
す。これらの趣旨にご理解いただき、ご支援、ご協力いただける賛助会員を下記のとおり
募集しております。
多くの皆様のご賛同、ご入会をよろしくお願いいたします。

■ 年会費： 法人会員 年一口 ３０，０００円
 個人会員 年一口 ３，０００円

■ 特　典：機関誌の配布、イベント等の開催案内、各種報告書等の配布

■ 申込方法：入会いただける方は、財団へご連絡ください。
　　　　　（☎076-444-2000、E-mail：toyama@t-hito.or.jp）

ひとづくり財団からのお知らせ賛助会員の募集


